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• 開発規模からバグの目標値は見積もるが、
テストの状況を反映したものになっておらず
、総バグ数の目標値が見えない。

• あとどのくらいバグを見つければよいかわか
らず、時間やコストがかかった。

• バグを十分に発見できているかわからない。
（品質を確保できているかわからない）

• リアルタイムにソフトウェア信頼度成長モデル
（software reliability growth model: SRGM）
を適用し、状況を可視化する

• テストの状況を反映した総バグ数の目標値を
得られる環境を構築

◼ CI/CDツールのJenkinsとJira Softwareを用いて
自動的にバグデータを取得し、SRGMを適用

まとめと今後の展望

習熟S字形ソフトウェア信頼度成長モデル(TIME≦142days)

実データの総バグ数 90%信頼区間 90%信頼区間(全データ時)

229 186~234 198~247

➢ 142日経過時点で、総バグ数の目標値の見積もりが出来たと
考えられる

◼ まとめ
• Jenkinsを使い、バグ管理ソフトウェアと連
携してバグデータ取得からSRGMを適用し
て予測モデル作成までを自動化することで
、リアルタイムにプロジェクトの状況を可視
化できる環境を構築

◼ 今後の展望
• SRGMには様々なモデルがあるため、それ
らを適用し、より精度の高い予測モデルの
検討

◼ 実データへ適用


